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花岡 秀教授 略歴・業績目録
学 歴
1975年 3月 関西学院大学文学部卒業
1975年 4月 関西学院大学大学院文学研究科修士課程入学
1977年 3月 関西学院大学大学院文学研究科修士課程修了
1977年 4月 関西学院大学大学院文学研究科博士課程後期課程入学
1980年 3月 関西学院大学大学院文学研究科博士課程後期課程単位取得満期退学
職 歴（専任）
1981年 4月 夙川学院短期大学専任講師
1984年 4月 関西学院大学経済学部専任講師
1988年 4月 関西学院大学経済学部助教授
1994年 4月 関西学院大学経済学部教授
1995年 4月 関西学院大学文学部教授
1997年 4月 関西学院大学文学部文学研究科博士課程前期課程指導教授
2000年 4月 関西学院大学文学部文学研究科博士課程後期課程指導教授
学会活動
所属学会
1997年～現在 日本英文学会
1997年～現在 日本アメリカ文学会
1997年～現在 関西学院大学英米文学会
1998年～現在 日本ウィリアム・フォークナー協会
2008年～現在 日本アメリカ演劇学会
活 動
1999年 4月～2001年 3月 日本アメリカ文学会関西支部事務局幹事
2001年 4月～2013年 3月 日本アメリカ文学会関西支部評議員
ⅰ
2002年 4月～2006年 3月 日本アメリカ文学会本部事務局幹事
2003年 4月～2005年 3月 日本英文学会評議員
2007年 4月～2010年 3月 日本英文学会関西支部編集委員
2008年 4月～2011年 3月 日本ウィリアム・フォークナー協会事務局幹事
2008年 4月～現在 日本ウィリアム・フォークナー協会評議員
2009年 4月～2012年 3月 日本英文学会編集委員
2011年 4月～2013年 3月 日本アメリカ文学会代議員
2013年 4月～現在 日本英文学会関西支部理事
研究業績
著 書
（単 著）
『ウィリアム・フォークナー短篇集－空間構造をめぐって』
山口書店，1994年 1月 30日
（編 著）
『神話のスパイラル－アメリカ文学と銃』 英宝社，2007年 3月 15日
「序論」（pp.3−15），「南部スモールタウンと銃－神話の創造と崩壊」pp.17−46
『アメリカン・ロード－光と陰のネットワーク』 英宝社，2013年 12月 5日
「序論」（pp.iii−vii），「『タバコ・ロード』－アメリカン・ロードの光と陰」pp.143
−59
（共編著）
『共和国の振り子 －アメリカ文学のダイナミズム』 英宝社，2003年 8月 25日
「南部の憂鬱－文学とイデオロギーの狭間」pp.352−69
（共著）
『酔いどれアメリカ文学－アルコール文学文化論』 英宝社，1999年 2月 25日
「ウィリアム・フォークナー」pp.203−53
『シャーウッド・アンダソンの文学－現代アメリカ小説の原点』
ミネルヴァ書房，1999年 6月 25日
ⅱ
「『ワインズバーグ・オハイオ』の空間とグロテスクな人びと」pp.115−30
『スモールタウン・アメリカ』 英宝社，2003年 8月 5日
「南部スモールタウンの憂鬱」pp.103−27
『二〇世紀アメリカ文学を学ぶ人のために』 世界思想社，2006年 10月 10日
「ニューディール期アメリカ文学」pp.45−55
『二〇世紀アメリカ文学のポリティックス』 世界思想社，2010年 6月 10日
「テクストと写真のポリティックス－アースキン・コールドウェルと
マーガレット・バーク＝ホワイト」pp.89−116
『異相の時空間－アメリカ文学とユートピア』 英宝社，2011年 5月 10日
「ユートピアの影－南部共同体のある現実」pp.106−21
『抵抗することば－暴力と文学的想像力』 南雲堂，2014年 7月 8日
「『神の小さな土地』－暴力の位相」pp.139−52
学術論文
“On Mayday”
『外国文化論集』，関西学院大学経済学部，1995年 3月
「フォークナーとコールドウェル－私刑の諸相」
『人文論究』第 45巻 3号，関西学院大学人文学会，1995年 12月 20日
「Tobacco Road－「土」への挽歌」
『英米文学』第 41巻 1号，関西学院大学英米文学会，1996年 11月 20日
「Go Down, Moses 再考－タイトルの変更をめぐって」
『人文論究』第 46巻 4号，関西学院大学人文学会，1997年 2月 20日
「Faulkner とアルコール－アルコール描写をめぐって」
『英米文学』第 42巻 1号，関西学院大学英米文学会，1997年 11月 20日
「“The Snows of Kilimanjaro”と“Artist at Home”－作家によって描かれた「作
家」」
『人文論究』第 48巻 1号，関西学院大学人文学会，1998年 5月 20日
「フォークナーと禁酒法－『サンクチュアリ』と『八月の光』を中心に」
『英米文学』第 43巻 1号，関西学院大学英米文学会，1999年 2月 25日
「“Mr. Acarius”：酔いどれへのアポロギア」
『英米文学』第 46巻 2号，関西学院大学英米文学会，2002年 3月 10日
ⅲ
「『神の小さな土地』試論－トライアングルの多重性」
『英米文学』第 47巻 1・2号，関西学院大学英米文学会，2003年 3月 15日
「南部文芸復興－現実と観念の力学」
『英語青年』第 150巻第 8号，研究社，2004年 11月 1日
「酒の密造・密売と『サンクチュアリ』－「アクチュアル」を「アポクリファル」に」
『フォークナー』第 8号，松柏社，2006年 4月
“‘Sublimating the Actual into Apocryphal’ : Bootlegging in Sanctuary”
The William Faulkner Journal of Japan on Internet. The William Faulkner
Society of Japan, 2006年 9月
「アースキン・コールドウェル－ドキュメンタリーの桎梏」
『英米文学』第 55巻，関西学院大学英米文学会，2011年 3月 15日
「雨宿りの名残り－倉橋由美子とフォークナー」
『フォークナー』第 14号，松柏社，2012年 4月 30日
他
書 評
Dirk Kuyk, Jr., Thread Cable-strong : William Faulkner’s“Go Down, Moses”
（London and Toronto : Bucknell Univ. Press, 1983）, Walter Taylor, Faulk-
ner’s Search for a South（Urbana, Chicago and London : Univ. of Illinois
Pres, 1983），Eric J. Sundquist, Faulkner : The House Divided（Baltimore
and London : Johns Hopkins Univ. Press, 1983），F. L. Pitavy（ed.），William
Faulkner’s“Light in August”: A Critical Casebook（New York and Lon-
don : Garland Publishing, Inc., 1982），
William Faulkner : Materials, Studies and Criticism, Vol.6, No.1，南雲
堂，1984年 6月 30日
A. Robert Lee（ed.），William Faulkner : The Yoknapatawpha Fiction（London :
Vision Press, 1990），
『英語青年』第 136巻 4号，研究社，1990年 7月 1日
James A. Sneed, Figures of Division : William Faulkner’s Major Novels（New
York and London : Methuen, 1986），Stephen M. Ross, Fiction’s Inexhaustive
Voice : Speech and Writing in Faulkner（Athens and London : The Univ. of
ⅳ
Georgia Press, 1989），Dirk Kuyk, Jr., Sutpen’s Design : Interpreting Faulk-
ner’s“Absalom, Absalom!”（Charlotesville and London : Univ. Press of Vir-
ginia, 1990），
Faulkner Studies, Vol.1, No.1，山口書店，1991年 7月
Judith Lockyer, Ordered by Words : Language and Narration in the Novels of
William Faulkner（Carbondale and Edwardsville : Southern Illinois Univer-
sity Press, 1991），
Chiba Review No.18，千葉大学英文学会，1996年 9月 25日
Faulkner at 100 : Retrospect and Prospect（Jackson : UP of Mississippi, 2000），
『フォークナー』第 4号，松柏社，2002年 4月
林文代著，『迷宮としてのテクスト－フォークナー的エクリチュールへの誘い』，
『アメリカ文学研究』第 42号，日本アメリカ文学会，2005年 2月 25日
後藤和彦著，『敗北と文学－アメリカ南部と近代日本』，
『英語青年』第 151巻 6号，研究社，2005年 9月 1日
仁木勝治著，『アメリカ南部社会の寵児－フォークナー大佐の悲劇』，
『フォークナー』第 10号，松柏社，2008年 4月
伊藤詔子（監修），新田玲子（編集）『カウンターナラティヴから語るアメリカ文学』，
『アメリカ文学研究』第 50号，日本アメリカ文学会，2014年 3月 31日
翻 訳
“Modernist Design, Postmodernist Paranoia : Reading Absalom, Absalom! with
Gravity’s Rainbow,”John N. Duvall and Ann. J. Abadie（eds.），Faulkner and
Postmodernism（Jackson : Univ. of Mississippi Press, 2002），
『フォークナー』第 6号，松柏社，2004年 4月
学会発表
フォーラム：「酔いどれ」アメリカ文学－アルコールと 20年代作家（William Faulk-
ner 担当）
第 40回 日本アメリカ文学会 関西支部大会，1996年 12月 7日
「神話のスパイラル－アメリカ文学と銃：南部スモール・タウンと銃－境界のスパイ
ラル」
ⅴ
第 43回日本アメリカ文学会全国大会シンポジウム，2004年 10月 17日
「酒の密造・密売と『サンクチュアリ』－「アクチュアル」を「アポクリファル」に」
第 8回日本ウィリアム・フォークナー協会全国大会シンポジウム，「フォー
クナーと大衆文化」，2005年 10月 14日
「伝・染と英米文学：「南部共同体における〈伝染〉の恐怖」」
第 4回日本英文学会関西支部大会シンポジウム，2009年 12月 20日
「Erskine Caldwell－フィクションとドキュメンタリーの狭間で」
日本アメリカ文学会関西支部例会，2010年 9月 11日
フォーラム：第一次世界大戦とアメリカ文学－戦争，作品，作家の力学（序論担当）
第 58回 日本アメリカ文学会 関西支部大会，2014年 12月 6日
他
ⅵ
